
羽生都市計画地区計画の新旧対照表 羽生都市計画地区計画の新旧対照表

羽生都市計画地区計画の変更(羽生市決定)(新) 羽生都市計画地区計画の変更(羽生市決定)(旧)

決定告示年月日 決定告示年月日

都市計画 岩瀬地区 地区計画を次のように変更する。 令和元年９月１０日 都市計画 岩瀬地区 地区計画を次のように変更する。 平28年3月29日

岩瀬地区地区計画 岩瀬地区地区計画

羽生市西三丁目、大字上岩瀬、中岩瀬、下岩瀬、小松及び上羽生の各一部 羽生市西三丁目、大字上岩瀬、中岩瀬、下岩瀬、小松及び上羽生の各一部

約６５．０ｈａ 約６５．０ｈａ

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区

(近隣商業地域)
(準住居地域)

(第二種住居地域)
(第一種住居地域)

　(第二種中高層
　　住居専用地域)

(近隣商業地域)
(準住居地域)

(第二種住居地域)
(第一種住居地域)

　(第二種中高層
　　住居専用地域)

約１０．０ｈａ 約１０．３ｈａ 約１６．０ｈａ 約２８．７ｈａ 約１０．０ｈａ 約１０．３ｈａ 約１６．０ｈａ 約２８．７ｈａ

1.建築基準法(昭和25年
  法律第201号)別表第
 二(い)項第1号から第
 3号まで及び第6号の各
 号に掲げるもの
　　ただし、地区整備
 計画図に示す部分ａの
 区域についてはこの限
 りでない

1.建築基準法(昭和
　25年法律第201号)
　別表第二(に)項
　第4号から第6号ま
　での各号に掲げる
　もの

1.建築基準法(昭和
　25年法律第201号)
　別表第二(に)項
　第3号から第6号ま
　での各号に掲げる
　もの

1.店舗・飲食店・事
　務所・自己用倉庫
　で当該用途に供す
　る部分の床面積の
　合計が1,000㎡超
の
　もの

1.建築基準法(昭和25年
  法律第201号)別表第
 二(い)項第1号から第
 3号まで及び第6号の各
 号に掲げるもの
　　ただし、地区整備
 計画図に示す部分ａの
 区域についてはこの限
 りでない

1.建築基準法(昭和
　25年法律第201号)
　別表第二(に)項
　第4号から第6号ま
　での各号に掲げる
　もの

1.建築基準法(昭和
　25年法律第201号)
　別表第二(に)項
　第3号から第6号ま
　での各号に掲げる
　もの

1.店舗・飲食店・事
　務所・自己用倉庫
　で当該用途に供す
　る部分の床面積の
　合計が1,000㎡超
の
　もの

2.建築基準法(昭和25年
  法律第201号)別表第
  二(に)項第4号から第
  6号までの各号に掲げ
  るもの

2.建築基準法(昭和25年
  法律第201号)別表第
  二(に)項第4号から第
  6号までの各号に掲げ
  るもの

3.建築基準法(昭和25年
  法律第201号)別表第
  二(ほ)項第2号に掲げ
  るもの

3.建築基準法(昭和25年
  法律第201号)別表第
  二(ほ)項第2号に掲げ
  るもの

地
区
整
備
計
画

地
区
整
備
計
画

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。

地
区
の
区
分

建築物等の
用途の制限

　土地利用計画に基づく地区区分に合わせ、建築物等の用途の制限、建築物等の敷地面積
の最低限度、壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、建築物等の形態又は色彩そ
の他の意匠の制限及びかき又はさくの構造の制限を定め、良好な住環境と整然とした街並
みの形成を図る。

建築物等の
整備方針

名　　　称

位　　　置

面　　　積

地区計画の目標

　本地区は、羽生駅の西側約１㎞に位置し、岩瀬土地区画整理事業組合が施行主体となっ
て土地区画整理事業による基盤整備が行われている。そこで、良好な環境を有する優良住
宅地の形成と地域の活性化を目的とし、建築物等の規制と誘導を行い、無秩序な宅地開発
の防止と利便施設の立地誘導、良好な街並みや景観等を備えたより質の高い住環境の形成
を図ることを目標とする。

　比較的低密度の中低層住宅を中心として、良好な環境を維持しつつ、幹線道路沿道にお
ける利便施設の誘導等、土地の有効利用を図る。良好な環境を有する優良住宅地の形成と
地域の活性化を目指し、土地利用計画に応じた地区を適正に配置し適切な施設誘導を図る
ことにより、住民の利便の増進と良好な住宅市街地の形成を図る。区域の

整備・
開発及
び保全
の方針

名　　　称

位　　　置

面　　　積

地区計画の目標

　本地区は、羽生駅の西側約１㎞に位置し、岩瀬土地区画整理事業組合が施行主体となっ
て土地区画整理事業による基盤整備が行われている。そこで、良好な環境を有する優良住
宅地の形成と地域の活性化を目的とし、建築物等の規制と誘導を行い、無秩序な宅地開発
の防止と利便施設の立地誘導、良好な街並みや景観等を備えたより質の高い住環境の形成
を図ることを目標とする。

　区分の
　名称

区分の面積

土地利用の方針

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。

建築物等の
用途の制限

区域の
整備・
開発及
び保全
の方針
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建築物等の
整備方針

地
区
の
区
分

　区分の
　名称

土地利用の方針

　比較的低密度の中低層住宅を中心として、良好な環境を維持しつつ、幹線道路沿道にお
ける利便施設の誘導等、土地の有効利用を図る。良好な環境を有する優良住宅地の形成と
地域の活性化を目指し、土地利用計画に応じた地区を適正に配置し適切な施設誘導を図る
ことにより、住民の利便の増進と良好な住宅市街地の形成を図る。

　土地利用計画に基づく地区区分に合わせ、建築物等の用途の制限、建築物等の敷地面積
の最低限度、壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、建築物等の形態又は色彩そ
の他の意匠の制限及びかき又はさくの構造の制限を定め、良好な住環境と整然とした街並
みの形成を図る。

区分の面積
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4.建築基準法(昭和
　25年法律第201号)
　別表第二(へ)項
　第5号に掲げるもの

4.建築基準法(昭和
　25年法律第201号)
　別表第二(へ)項
　第5号に掲げるもの

5.葬儀場 5.葬儀場

　　１，０００㎡

　ただし、地区整備計
画図に示す部分ａの区
域については
２００㎡とする。

２００㎡ １５０㎡ １２０㎡

　　１，０００㎡

　ただし、地区整備計
画図に示す部分ａの区
域については
２００㎡とする。

２００㎡ １５０㎡ １２０㎡

１　計画図に示す部分
Ａ
　建築物の外壁又はこ
れに代わる柱(以下「外
壁等」という。)の面
は、地盤面下の部分を
除き、道路境界線又は
水路境界線から２ｍ以
上後退しなければなら
ない。また、道路境界
線又は水路境界線から
幅１．５ｍ以上の部分
(出入口部分は除く。)
を緑化帯としなければ
ならない。

２　計画図に示す部分
Ｂ
　外壁等の面は、地盤
面下の部分を除き、水
路境界線から２ｍ以上
後退しなければならな
い。また、水路境界線
から幅１．５ｍ以上の
部分(出入口部分は除
く。)を緑化帯としなけ
ればならない。

３　計画図に示す部分
Ｃ
　外壁等の面は、地盤
面下の部分を除き、道
路境界線、水路境界線
又は隣地境界線から１
ｍ以上後退しなければ
ならない。

　ただし、公共公益上
やむを得ない建築物及
び地区整備計画図に示
す部分ａの区域につい
てはこの限りでない。

３０ｍ １５ｍ ３０ｍ １５ｍ

　ただし、市長が公益
上必要と認めるものは
除く。

　ただし、市長が公
益上必要と認めるも
のは除く。

　ただし、市長が公益
上必要と認めるものは
除く。

　ただし、市長が公
益上必要と認めるも
のは除く。

― ―
壁面の位置

の制限
壁面の位置

の制限

　建築物の外壁又はこ
れに代わる柱の面は、
地盤面下の部分を除き
道路境界線から４ｍ以
上及び隣地境界線から
２ｍ以上後退しなけれ
ばならない。また、道
路境界線から幅２．５
ｍ以上の部分(出入口部
分は除く。)を緑化帯と
しなければならない。
　ただし、公共公益上
やむを得ない建築物及
び地区整備計画図に示
す部分ａの区域につい
ては、この限りでな
い。

建築物等の
用途の制限

建築物等の
用途の制限

　ただし、土地区画整理事業における換地面積(仮換地面積)が、上記に満たない土地につ
いては、その換地面積(仮換地面積)を最低限度とする。

建築物等の高
さの最高限度

―

建築物の
敷地面積

の最低限度

建築物の
敷地面積

の最低限度

―

　ただし、土地区画整理事業における換地面積(仮換地面積)が、上記に満たない土地につ
いては、その換地面積(仮換地面積)を最低限度とする。

建築物等の高
さの最高限度

地
区
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項

地
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建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
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　建築物及び工作物の
色彩は、周辺環境と調
和した落ち着いたもの
とすること。また、屋
外広告物の色彩は、原
色を避け、ネオン広告
の場合は点滅させない
など、周辺環境に配慮
したものとすること。
　ただし、地区整備計
画図に示す部分ａの区
域についてはこの限り
でない。

　建築物及び工作物の
色彩は、周辺環境と調
和した落ち着いたもの
とすること。また、屋
外広告物の色彩は、原
色を避け、ネオン広告
の場合は点滅させない
など、周辺環境に配慮
したものとすること。
　ただし、地区整備計
画図に示す部分ａの区
域についてはこの限り
でない。

地
区
整
備
計
画

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

　かき又はさくの構造
は、次の各号に掲げる
ものとする。ただし、
門柱、門扉、幅が1.0ｍ
以内の袖壁並びに地区
整備計画図に示す部分
ａの区域についてはこ
の限りではない。

1.　生垣
2.　前面道路からの
　高さ1.2ｍ以下の
　コンクリートブ
　ロック、石積等の
　上に柵、網等の
　フェンスを施した
　もので、前面道路
　からの高さが1.8
　ｍ以下のもの、ま
　たは植栽を組み合
　わせたもの

―

地
区
整
備
計
画

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

　かき又はさくの構造
は、次の各号に掲げる
ものとする。ただし、
門柱、門扉、幅が1.0ｍ
以内の袖壁並びに地区
整備計画図に示す部分
ａの区域についてはこ
の限りではない。

1.　生垣
2.　前面道路からの
　高さ1.2ｍ以下の
　コンクリートブ
　ロック、石積等の
　上に柵、網等の
　フェンスを施した
　もので、前面道路
　からの高さが1.8
　ｍ以下のもの、ま
　たは植栽を組み合
　わせたもの

―

「区域及び地区整備計画は計画図表示のとおり」 「区域及び地区整備計画は計画図表示のとおり」

理由 ： 岩瀬土地区画整理事業の進捗に伴い新たに仮換地指定を受けた区域において、土地利用計画にあった
　　　用途地域へ変更するとともに、用途地域を補完し地域の特性にあったきめ細かなまちづくりを推進し、
　　　より魅力的な質の高い市街地環境の形成を図るため

かき又はさく
の構造の制限

　かき又はさくの構造は、次の各号に掲げ
るものとする。ただし、門柱、門扉、幅が
1.0ｍ以内の袖壁についてはこの限りでは
ない。

1.　生垣
2.　前面道路からの高さ1.2ｍ以下のコン
ク
　リートブロック、石積等の上に柵、網等
　のフェンスを施したもので、前面道路か
　らの　高さが1.8ｍ以下のもの、または
　植栽を組み合わせたもの

建築物等の
形態又は色彩
その他の意匠

の制限

――

建築物等の
形態又は色彩
その他の意匠

の制限

理由 ： 岩瀬土地区画整理事業の進捗に伴い、商業施設の誘致による賑わいを創出し、、より魅力的な質の高い
　　　市街地環境の形成を図るため

かき又はさく
の構造の制限

　かき又はさくの構造は、次の各号に掲げ
るものとする。ただし、門柱、門扉、幅が
1.0ｍ以内の袖壁についてはこの限りでは
ない。

1.　生垣
2.　前面道路からの高さ1.2ｍ以下のコン
ク
　リートブロック、石積等の上に柵、網等
　のフェンスを施したもので、前面道路か
　らの　高さが1.8ｍ以下のもの、または
　植栽を組み合わせたもの
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